
さ く ひ ん て ん

ほ　　ん

町
まち

の大
おお

通
どお

りから少
すこ

しはなれた小
こ

高
だか

い場
ば

所
しょ

に、ガタンガタン、ウィ
ンウィン、と１日

にち

中
じゅう

いそがしそうな音
おと

を立
た

てている工
こう

場
じょう

があります。
この工

こう

場
じょう

でつくられているもの、それは町
まち

をふきわたる「風
かぜ

」。そ
して、その工

こう

場
じょう

ではたらいているのは、町
まち

にくらすねこたちなのです。
工
こう

場
じょう

ではたらくねこたちがつくるいろいろな風
かぜ

。いったい今
き ょ う

日はどんな風
かぜ

がふい
ているでしょうか？風

かぜ

のにおいや、空
くう

気
き

を感
かん

じながら読
よ

んでみたくなる１冊
さつ

です。

『ねこの風
かぜ

つくり工
こう

場
じょう

』
みずの よしえ／作

さく

　いづの かじ／絵
え

　偕
かい

成
せい

社
しゃ

／発
はっ

行
こう

詩
し

は難
むずか

しいものだと思
おも

っていませんか？この本
ほん

では小
しょう

学
がく

生
せい

の「きみ」
とおとなの「ぼく」が、ことばの不

ふ

思
し

議
ぎ

やことばの持
も

つ意
い

味
み

について
話
はな

し合
あ

います。「ぼく」は「きみ」に持
も

っている本
ほん

の中
なか

から詩
し

をすすめ、
２人でその詩

し

を楽
たの

しみます。「ぼく」は「きみ」にこう言
い

います。「ひとは、
ことばをつくって、こころを、あらわそうとした。それでもあらわせ
ないものが詩

し

になった」
詩
し

の意
い

味
み

がわからなくても、感
かん

想
そう

を言
い

えなくても、詩
し

を好
す

きになってもいいんだよ、
と「ぼく」は「きみ」に伝

つた

えます。
詩
し

は難
むずか

しいものではなく、いろいろな楽
たの

しみ方
かた

があることを教
おし

えてくれる1冊
さつ

です。

『ぼくがゆびをぱちんとならして、きみがおとなになるまえの詩
し

集
しゅう

』
斉
さい

藤
とう

倫
りん

／著
ちょ

　高
たか

野
の

文
ふみ

子
こ

／画
え

　福
ふく

音
いん

館
かん

書
しょ

店
てん

／発
はっ

行
こう

▲入江　倖菜
（楠見東小4）

▲加山　昊旺
（野崎西小4）

▲西　幸夜
（野崎西小4）

▲鳥羽　花楓
（川永小5）

▲中井　紗久来
（川永小5）

▲木下　翼
（貴志小5）

▲喜多　悠仁
（木本小2）

▲田井　和佳子
（高松小2）

▲守田　七彩
（藤戸台小2）

▲三うら　かずさ
（木本小3）

▲森　響貴
（楠見小3）

▲佐野　心尋
（川永小4）

▲小ざわ　なつほ
（紀伊小1）

▲柏木　すみれ
（木本小1）

▲やまもと　せり
（宮小1）

▲丸野　由依花
（宮小1）

▲栁下　祐斗
（宮小1）

▲中村　文優
（和大附属小1）

▲南川　あやね
（雑賀小5）

▲岩本　梨花
（宮小5）

▲吉田　知咲希
（高松小5）

▲田中　花音
（西脇小6）

▲梅村　有友佳
（岡崎小1）

▲たかおか　しほ
（宮小1）

▲上北　陽斗
（四箇郷北小2）

▲阿部　春来
（雑賀小4）

▲堀留　唯月
（川永小5）

▲牧野　優菜
（貴志小5）

▲東　愛結
（四箇郷北小5）

▲森　茉乃花
（四箇郷北小1）

▲山根　瑠花
（宮小1）

▲森下　菜々穂
（松江小3）

▲坂本　憲信
（川永小5）

▲土井　里桜
（貴志小5）

▲藤原　美彩
（雑賀小5）

▲水山　太希
（木本小6）

▲大浦　一花
（宮小1）

▲塩見　颯良
（岡崎小2）

▲前北　菜月
（野崎西小3）

▲辻　隆太
（川永小5）

▲中尾　紬
（貴志小5）

▲前野　あこ
（雑賀小5）

▲箱木　愛夢
（砂山小6）

▲土井　七緒
（紀伊小1）

▲ふなお　ことの
（宮小1）

▲角田　優來
（東山東小3）

▲川口　絢瞳
（川永小5）

▲松尾　陽向
（川永小5）

▲上南　愛斗
（雑賀小5）

▲寺田　杏
（野崎西小5）

▲宮脇　鈴
（川永小1）

▲野田　和暉
（宮小1）

▲臼井　珠梨
（中之島小3）

▲中村　るい
（中之島小4）

▲前田　航希
（川永小5）

▲岩尾　蒼珂
（雑賀小5）

▲坂田　まこ
（四箇郷北小5）
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イラストイラスト展展
て んて ん

創
そう

作
さく

を楽
たの

しみながら豊
ゆた

かな発
はっ

想
そう

力
りょく

、くふう力
りょく

、創
そう

造
ぞう

力
りょく

の育
いく

成
せい

をします。
活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

　科
か

学
がく

・革
かわ

工
こう

作
さく

・電
でん

子
し

・木
もっ

工
こう

等
とう

日
にち

時
じ

　５月～翌
よく

年
とし

３月　毎
まい

月
つき

第
だい

２土
ど

曜
よう

日
び

・第
だい

４土
ど

曜
よう

日
び

場
ば

所
しょ

　こども科
か

学
がく

館
かん

３階
かい

　実
じっ

習
しゅう

室
しつ

対
たい

象
しょう

　市
し

内
ない

在
ざい

住
じゅう

の小
しょう

学
がく

生
せい

、中
ちゅう

学
がく

生
せい

定
てい

員
いん

　各
かく

32人
にん

（抽
ちゅう

選
せん

）
　　　Ａ組

ぐみ

（新
しん

小
しょう

学
がく

３・４年
ねん

生
せい

）午
ご

前
ぜん

９時
じ

30分
ぷん

～正
しょう

午
ご

　　　Ｂ組
ぐみ

（新
しん

小
しょう

学
がく

５年
ねん

生
せい

～中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

生
せい

）午
ご

後
ご

１時
じ

30分
ぷん

～４時
じ

費
ひ

用
よう

　3,000円
えん

（材
ざい

料
りょう

費
ひ

等
とう

2,200円
えん

　傷
しょう

害
がい

保
ほ

険
けん

料
りょう

800円
えん

）
申
もうし

込
こみ

　３月８日（日）までに、こども科
か

学
がく

館
かん

にて所
しょ

定
てい

の用
よう

紙
し

に記
き

入
にゅう

【詳
くわ

しくは】こども科
か

学
がく

館
かん

　℡432-0002

　令
れい

和
わ

元
がん

年９月から令
れい

和
わ

２年１月に届
とど

いたイラストのう
ち、こども市

し

報
ほう

の紙
し

面
めん

に掲
けい

載
さい

しきれなかったものを、市
し

役
やく

所
しょ

１階
かい

に展
てん

示
じ

します！
期
き

間
かん

　３月16日（月）～４月６日（月）
　　　午

ご

前
ぜん

８時
じ

30分
ぷん

～午
ご

後
ご

５時
じ

15分
ふん

　※土
ど

・日
にち

を除
のぞ

く
場
ば

所
しょ

　市
し

役
やく

所
しょ

１階
かい

　市
し

民
みん

ギャラリー
詳
くわ

しくは【広
こう

報
ほう

広
こう

聴
ちょう

課
か

　TEL435-1009】　
さしえは紹

しょう

介
かい

した本
ほん

からとりました。この 2冊
さつ

は市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

西
にし

分
ぶん

館
かん

（℡ 455-3210）にあるよ！

イラストは抽
ちゅう

選
せ ん

で選
え ら

んでいます。郵
ゆ う

便
び ん

ハガキ（63円
え ん

）かハガキの大
お お

きさの紙
か み

にかい
て送

お く

ってね！イラストをかいた面
め ん

の裏
う ら

側
が わ

に住
じゅう

所
し ょ

・氏
し

名
め い

・学
が っ

校
こ う

名
め い

・新
し ん

学
が く

年
ね ん

（４月からの
学
が く

年
ね ん

）を記
き

入
にゅう

してください。
《あて先

さき

》〒640-8511　七
しち

番
ばん

丁
ちょう

23番
ばん

地
ち

 市
し

役
やく

所
しょ

広
こう

報
ほう

広
こう

聴
ちょう

課
か

『こども市
し

報
ほう

さくひんてん』係
かかり

※旧
きゅう

料
りょう

金
き ん

のハガキで応
お う

募
ぼ

するときは、不
ふ

足
そ く

分
ぶ ん

の切
き っ

手
て

も貼
は

って送
お く

って下
く だ

さい。クイ
ズの答

こ た

えのハガキとは、別
べ つ

にしてください。


